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	ベンレートAAＴ水和剤２０
	■種 類 名：チウラム・ベノミル水和剤
	■有効成分：チウラム 20.0% ベノミル 20.0%
	■化管法指定物質：チウラム又はチラム［第１種］ 20.0%
	N-[1-(N-ﾌﾞﾁﾙｶﾙﾊﾞﾓｲﾙ)-1H-2-ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞﾘﾙ]ｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸ﾒﾁﾙ
	(ﾍﾞﾉﾐﾙ)［第１種］ 20.0%
	■登録番号：第20888号(住友化学登録)
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■ 登録初年：2002.09.03
	■ 性    状：灰色水和性粉末　45μm以下
	■ 有効年限：3年
	■ 包    装：100g×100袋、500g×20袋、          10kg×1袋
	【特長】
	 チウラムとベノミルを混合した種子消毒剤で、ばか苗病、いもち病、ごま葉枯病、苗立枯病をはじめ、もみ枯細菌病にも有効。
	 イネシンガレセンチュウにもすぐれた効果がある。
	 水稲以外にも、麦、大豆、いも類、野菜で使用できる。
	【適用内容】(2024年11月末日現在)
	【効果・薬害等の注意】
	○一般的注意事項
	○水稲の種子消毒の場合は下記の注意事項を守ること。
	◆ 薬剤処理した種籾(吹付け処理した種籾は除く)は、少なくとも数時間は放置して風乾後浸種すること。
	◆ 浸種は停滞水中で行うこと。
	◆ 浴比は１：２ とし、水の交換は原則として行なわないこと。但し、水温が高い場合など酸素不足になるおそれがあるときは静かに
	換水すること。
	◆ 魚介類への影響を避けるため、河川、湖沼、ため池などで浸種しないこと。


	【安全使用上の注意】


